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※初版第２刷では下記内容を修正済み

page 箇   所 誤 正

14 図８　青の□の枠の色 横の分光反射率曲線を反映し、おおよそ、こい紫みの青に調整

18 右段「散乱」本文上から1行目
光は大気中のちりや水滴などの細かい粒子（気体粒子）に当たる

と、あらゆる方向に散らばってしまいます。

光は大気中のちりや水滴、あるいは気体分子などの細かい粒子に当たると、さまざま

な方向に散らばってしまいます。

18 右段「散乱」本文上から8行目 短波長（青い光）のほうが～ 散乱粒子が光の波長より十分に小さい場合、短波長（青い光）のほうが～

〃 コラム　左段本文上から5行目 短波長の光ほど～ 散乱粒子が光の波長より十分に小さい場合、短波長の光ほど～

〃 コラム　右下の図

図を差し替え、クレジット「粒の大きさが波長と比べて十分に小さい場合、散乱の強

さは波長の４乗に反比例するので、青い光は赤い光のおよそ10倍強く散乱される」

を追記

※下記図①参照

19 図18 黄色の光の３本点線を少し下にずらす ※下記図②参照

20 右段「視細胞の種類」本文上から12行目 ～個数が少なく、中心窩に集中して～ ～個数が少なく、黄斑に集中して～

20 右段「視細胞の種類」本文上から13行目 ～、特に中心窩の中心部分には～ ～、特に黄斑の中心部である中心窩には～

48 図31

（クレジットに追記）ｓトーンは理論的には純色に灰色を混ぜあわせた中間色です

が、ほかの中間色に比べて濁った感じが少ないことから、配色調和を考える場合に

は、純色（ｖトーン）と同様に鮮やかな色調として扱われます。

50 右段本文上から3行目
PCCS色相環では1:pR～8:Yまでを暖色系、13:bG～19:pBまでを寒

色系、それ以外の色相を中性色系と位置づけています。

PCCSの色相環では、おおよそ1:pR～8:Yが暖色系、13:bG～19:pBが寒色系、それ以

外が中性色系になります。

①コラム修正図 ②図18

● 色彩検定　公式テキスト　3級編　訂正表　●
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色を見る眼のしくみ

私たちは視覚によって、物の色や形を知るこ
とができます。視覚のうちでも、色の情報の分
析には、眼球の果たす役割が大きいことがわか
っています。色を用いて表現しようとしたり、色
の特性を活用しようとしたりするときに、その
色がどのように見えているのかを知るためには、
眼のしくみを知っておく必要があります。
眼球に入る光はまず最初に角

かく

膜
まく

で屈折し、虹
こう

彩
さい

が瞳
どう

孔
こう

の大きさを変えて光の量を調節します。さ
らに水

すいしょうたい

晶体が光を屈折させて網膜に像が結ばれ

ますが、その際、毛
もうようたい

様体の基部にある毛
もうようたいきん

様体筋
が水晶体の厚みを調節して網膜に焦点をあわせる
微調整が行われます〈図17・18〉。

網膜
像を結ぶ部分。光を感じて神経信号
を発する視細胞をはじめ、いろいろな
神経細胞によって構成されている。

脈絡膜
強膜と網膜の間に
ある層。血管が通り、
眼球全体に栄養分
を供給している。

毛様体
毛様体の基部にある毛様体
筋によって毛様小帯の緊張
を調節し、水晶体の厚みを変
化させて焦点調節を行う。

強膜
いわゆる白目の部分。眼球の一
番外側にあり、硬い殻の役割を
果たして眼球が破壊されること
を防いでいる。外光を遮断する
役割もある。

視神経
網膜から脳へと視覚情報を伝達
する神経。

視神経乳頭
視神経が束ねられて眼球から
出ていく部分。瞳孔側から見る
と乳白色の円状に見える。この
部分には視細胞がないので、こ
こに像が結ばれても見えない。

黄斑黄斑

視神経乳頭視神経乳頭

黄斑
網膜の中心部分。中心窩
周辺は血液が多く集まって
いるので、瞳孔側から見る
と丸く濃く見える。この部
分を特に黄斑と呼ぶ。

中心窩
黄斑の中心部。視細胞の密度が非常
に高く、小さくくぼんでいる。網膜の
中でも最も解像度が高く、色や形が
よく見える部分。

眼底写真

ししんけいにゅうとう

ししんけい

ちゅうしんか

おうはんしょうしたい
硝子体

眼球内部の大部分を占
めているゼリー状の無
色透明の物体。

毛様小帯
水晶体の周囲を引っ張る
繊維群。

もうようしょうたい

瞳孔
虹彩の中央にあいた円
形の孔。いわゆる瞳の
こと。明るいときには小
さく、暗いときには大き
くなる。

角膜
光を眼球内部へと屈折
させて集光し、網膜で像
を結ぶはたらきをする。

虹彩
瞳孔を広げたり、狭めた
りすることで、眼に入る
光の量を調節する。

みゃくらくまく
水晶体

眼に入った光を屈折さ
せて焦点をあわせる。

光

図18　眼の構造（模式図）と眼底写真

角膜

虹彩

瞳孔

強膜
きょうまく

図17　眼の外観

コンパクトディスクの表面が虹のように色づい
て見えるのは、表面にたくさんあるピットと呼ば
れる小さな凸部で反射した光が回折を起こして広
がり、その光がお互いに干渉しあって、特定の波
長を強めたり弱めたりするためです〈図16〉。

散乱
光は大気中のちりや水滴、あるいは気体分子
などの細かい粒子に当たると、さまざまな方向
に散らばってしまいます。これを散

さんらん

乱といいま
す。光は直進する性質があるので、光源を直接
見るのでなければ、ちりなどで散乱しないと私
たちの眼には感じません。太陽が輝いていても、
宇宙空間が暗闇なのはこのためです。
散乱粒子が光の波長より十分に小さい場合、
短波長（青い光）のほうが散乱されやすく、長波
長（赤い光）は散乱されにくいので、青い光と比
べて赤い光のほうが遠くまで進んでいくことが
できます。昼間の空が青く見え、夕方になると
赤く見えるのも、光の散乱の影響によるものな
のです（コラム参照）。

回折して反射光が広がったと
きに、重ねあわさって強めあっ
た波長の光が見える

ディスク断面

光

図16　虹のように色づくコンパクトディスク

青い光

赤い光

光が大気の層を
進む距離が短い

青い光は大気圏に入る
と早く散乱されて、私た
ちの眼には届かない

長い距離を進むこ
とができる赤い光
の散乱光ばかりが
私たちの眼に届く

大気

〈夕方〉

〈昼間〉

地球

地球

粒の大きさが波長と比べて十分に小さい場合、散乱の
強さは波長の4乗に反比例するので、青い光は赤い光の
およそ10倍強く散乱される

大気中の窒素・酸素分子など

夕焼け空はなぜ赤い
晴れた空はなぜ青いのか。夕焼け空が赤いの

はなぜか。その理由は光の散乱で説明すること
ができます。太陽の光が大気の層に入ると、ちり
や微小な水滴によって散乱の影響を受けます。散
乱粒子が光の波長より十分に小さい場合、短波
長の光ほど散乱の影響を受けやすいので、大気
の層には青い光が散らばります。太陽を直接見る
のでなければ、昼間はこの青い光が私たちの眼
に届きます。そして、夕方になり太陽が傾くと、
光は大気の層を斜めに横切ることになるので長い
距離を進まなければなりません。青い光は大気
の層に入ると比較的早く散乱され、私たちの眼ま
では届きません。その結果、散乱の影響を受け
にくい長波長の赤い光が大気の層を進み、私た
ちの眼に見える距離で散乱して赤く見えるのです。



019

光
と
色

018

光
と
色

眼のしくみ

色を見る眼のしくみ

私たちは視覚によって、物の色や形を知るこ
とができます。視覚のうちでも、色の情報の分
析には、眼球の果たす役割が大きいことがわか
っています。色を用いて表現しようとしたり、色
の特性を活用しようとしたりするときに、その
色がどのように見えているのかを知るためには、
眼のしくみを知っておく必要があります。
眼球に入る光はまず最初に角

かく

膜
まく

で屈折し、虹
こう

彩
さい

が瞳
どう

孔
こう

の大きさを変えて光の量を調節します。さ
らに水

すいしょうたい

晶体が光を屈折させて網膜に像が結ばれ

ますが、その際、毛
もうようたい

様体の基部にある毛
もうようたいきん

様体筋
が水晶体の厚みを調節して網膜に焦点をあわせる
微調整が行われます〈図17・18〉。

網膜
像を結ぶ部分。光を感じて神経信号
を発する視細胞をはじめ、いろいろな
神経細胞によって構成されている。

脈絡膜
強膜と網膜の間に
ある層。血管が通り、
眼球全体に栄養分
を供給している。

毛様体
毛様体の基部にある毛様体
筋によって毛様小帯の緊張
を調節し、水晶体の厚みを変
化させて焦点調節を行う。

強膜
いわゆる白目の部分。眼球の一
番外側にあり、硬い殻の役割を
果たして眼球が破壊されること
を防いでいる。外光を遮断する
役割もある。

視神経
網膜から脳へと視覚情報を伝達
する神経。

視神経乳頭
視神経が束ねられて眼球から
出ていく部分。瞳孔側から見る
と乳白色の円状に見える。この
部分には視細胞がないので、こ
こに像が結ばれても見えない。

黄斑黄斑

視神経乳頭視神経乳頭

黄斑
網膜の中心部分。中心窩
周辺は血液が多く集まって
いるので、瞳孔側から見る
と丸く濃く見える。この部
分を特に黄斑と呼ぶ。

中心窩
黄斑の中心部。視細胞の密度が非常
に高く、小さくくぼんでいる。網膜の
中でも最も解像度が高く、色や形が
よく見える部分。

眼底写真

ししんけいにゅうとう

ししんけい

ちゅうしんか

おうはんしょうしたい
硝子体

眼球内部の大部分を占
めているゼリー状の無
色透明の物体。

毛様小帯
水晶体の周囲を引っ張る
繊維群。

もうようしょうたい

瞳孔
虹彩の中央にあいた円
形の孔。いわゆる瞳の
こと。明るいときには小
さく、暗いときには大き
くなる。

角膜
光を眼球内部へと屈折
させて集光し、網膜で像
を結ぶはたらきをする。

虹彩
瞳孔を広げたり、狭めた
りすることで、眼に入る
光の量を調節する。

みゃくらくまく
水晶体

眼に入った光を屈折さ
せて焦点をあわせる。

光

図18　眼の構造（模式図）と眼底写真

角膜

虹彩

瞳孔

強膜
きょうまく

図17　眼の外観

コンパクトディスクの表面が虹のように色づい
て見えるのは、表面にたくさんあるピットと呼ば
れる小さな凸部で反射した光が回折を起こして広
がり、その光がお互いに干渉しあって、特定の波
長を強めたり弱めたりするためです〈図16〉。

散乱
光は大気中のちりや水滴、あるいは気体分子
などの細かい粒子に当たると、さまざまな方向
に散らばってしまいます。これを散

さんらん

乱といいま
す。光は直進する性質があるので、光源を直接
見るのでなければ、ちりなどで散乱しないと私
たちの眼には感じません。太陽が輝いていても、
宇宙空間が暗闇なのはこのためです。
散乱粒子が光の波長より十分に小さい場合、
短波長（青い光）のほうが散乱されやすく、長波
長（赤い光）は散乱されにくいので、青い光と比
べて赤い光のほうが遠くまで進んでいくことが
できます。昼間の空が青く見え、夕方になると
赤く見えるのも、光の散乱の影響によるものな
のです（コラム参照）。

回折して反射光が広がったと
きに、重ねあわさって強めあっ
た波長の光が見える

ディスク断面

光

図16　虹のように色づくコンパクトディスク

青い光

赤い光

光が大気の層を
進む距離が短い

青い光は大気圏に入る
と早く散乱されて、私た
ちの眼には届かない

長い距離を進むこ
とができる赤い光
の散乱光ばかりが
私たちの眼に届く

大気

〈夕方〉

〈昼間〉

地球

地球

粒の大きさが波長と比べて十分に小さい場合、散乱の
強さは波長の4乗に反比例するので、青い光は赤い光の
およそ10倍強く散乱される

大気中の窒素・酸素分子など

夕焼け空はなぜ赤い
晴れた空はなぜ青いのか。夕焼け空が赤いの

はなぜか。その理由は光の散乱で説明すること
ができます。太陽の光が大気の層に入ると、ちり
や微小な水滴によって散乱の影響を受けます。散
乱粒子が光の波長より十分に小さい場合、短波
長の光ほど散乱の影響を受けやすいので、大気
の層には青い光が散らばります。太陽を直接見る
のでなければ、昼間はこの青い光が私たちの眼
に届きます。そして、夕方になり太陽が傾くと、
光は大気の層を斜めに横切ることになるので長い
距離を進まなければなりません。青い光は大気
の層に入ると比較的早く散乱され、私たちの眼ま
では届きません。その結果、散乱の影響を受け
にくい長波長の赤い光が大気の層を進み、私た
ちの眼に見える距離で散乱して赤く見えるのです。




